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　伊賀市内には誇るべき水辺の風景が多くあります。
例えば、1991（平成３）年に発見された城

じょ
之
の
越
こし
遺
い
跡
せき

（比土）です。日本庭園のルーツといわれるような遺
跡が発見されたというニュースには、大変驚くととも
に伊賀ってすごいと改めて感動を覚えました。現在は
遺構を整備して水辺の祭

さい
祀
し
が行われた古代の様子を復

元し、さらに、花粉分析で植生を再現して千数百年前
の風景や環境を蘇

よみがえ
らせました。市内外の皆さんに歴史

ロマンを体感しに訪れていただきたいと思います。
　また逆

さか
柳
やなぎ
の甌
おう
穴
けつ
（高尾）も自慢のひとつです。城之

越遺跡が人が作り出した遺産だとすれば、これは自然
が作り出した驚きの遺産だといえます。甌穴とは、石
や砂が絶え間ない水の流れによって回転することで、
川底や川岸の岩盤を徐々に削ってできた深い穴です。
２つある逆柳の甌穴の一方は直径３ｍ、深さ1.2 ｍ、
もう一方は直径1.5ｍ、深さ４ｍと大変大きく、悠久
の時と自然の偉大さを感じさせてくれます。この規模
のものはほかではなかなか見られません。甌穴は普段、

川底にあり見られませんが、高尾地区で毎年７月に行
われる甌穴まつりでは、水をくみ出し、はしごをかけ、
中に降りて見られるようにしています。また、藤原千

ち

方
かた
の伝説と絡めて地域おこしにつなげていて、今年、

東大和西三重観光連盟の表彰も受けました。こうした
地域の皆さんの活動も素晴らしく、誇らしいことです。
　さて、自慢の種につきない伊賀ですが、小京都といわ
れる城下町のまちなみでひとつ残念なことがあります。
それは、京都のような水辺の風景をまちなかで楽しむこ
とができないことです。以前は藤堂高虎が築いた上野城
の外堀がありましたが、明治以降に埋められてしまい
ました。外堀が残っていたら、より一層小京都らしい風
情のある水辺の風景が見られたことでしょう。また大
雨のとき、調整池や防火用水としても大いに役割を果
たしてくれたことでしょう。水辺の風景を取り戻し、災
害に強いまちづくりを進めるためにも、今年認定され
た歴史まちづくり計画の一環として外堀を一部でも復
元できれば素晴らしいと思います。　（市長　岡本　栄）

ー伊賀の水辺の風景ー

市長の伊賀じまん
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春か
す
が日
鹿し

か

曼ま
ん

荼だ

羅ら

　
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」
と
は
、
春
日
神
が

鹿
島
か
ら
奈
良
へ
鹿
の
背
に
乗
っ
て
影よ

う

向ご
う

（
神
仏
が
仮
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
）

す
る
様
子
を
、
神し

ん
木ぼ

く
を
依よ

り

代し
ろ

（
神
霊
が
よ

り
つ
く
物
）
と
す
る
春
日
神
の
形
式
に

則
っ
て
、
鹿
の
背
に
着
け
ら
れ
た
鞍く

ら
に
依

代
で
あ
る
神ひ

も
ろ
ぎ籬

を
立
て
て
描
か
れ
た
図
の

こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
、
春
日
社
第
一
殿
の
祭
神
で
あ

る
武

た
け
み
か
づ
ち
の
み
こ
と

甕
槌
命
が
、
神じ

ん
護ご

景け
い
雲う

ん
元
年
（
７
６

７
）
６
月
21
日
、
中な

か
と
み
の臣時と
き
風か

ぜ
と
秀
行
を
従

え
て
常ひ

た
ち
の
く
に

陸
国
鹿
島
宮
（
茨
城
県
鹿
嶋
市
）

を
鹿
に
乗
っ
て
出
立
し
、
伊
賀
国
名
張
郡

夏
見
郷
、
薦こ

も

生お

中
山
、
大
和
国
安
部
山
を

経
て
大
和
国
御み

蓋か
さ

の
山
口
に
影
向
し
た
と

す
る
春
日
社
草
創
伝
説
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

  

こ
の
図
は
、
絹け

ん
本ぽ

ん
著ち

ゃ
く
し
ょ
く
色
（
絹
布
に
彩
色

さ
れ
た
も
の
）で
掛
け
軸
に
な
っ
て
お
り
、

本
紙
の
寸
法
は
、縦
１
０
１
．８
㎝
、横
37
．

８
㎝
（
総
縦
１
７
８
．０
㎝
、
総
横
53
．５

㎝
）
で
す
。
白
い
斑
文
の
鹿か

の
子
模
様
の
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鹿
の
背
に
、
丹
（
赤
色
）
地
に
截せ

っ
金き

ん
（
金

箔
を
細
く
切
っ
た
も
の
）
で
斜
格
子
文
を

施
し
た
多
彩
な
縁
飾
り
の
障あ

お
泥り

（
泥
よ
け

の
馬
具
）
や
杏ぎ

ょ
う

葉よ
う

（
杏あ

ん
ず

の
葉
型
の
装
飾
）

を
附
し
た
胸む

な
懸が

い
・
尻じ

り
懸が

い
（
鞍
か
ら
胸
・
尻

に
掛
け
渡
す
装
飾
緒お

）、
前ま

え
輪わ
・後し

ず
わ輪
（
鞍

の
前
・
後
の
輪
状
の
高
ま
り
）
に
藤
花
を

配
し
た
鞍
、
そ
の
上
に
立
て
ら
れ
た
神
籬

に
は
榊さ

か
きに
藤
の
花
と
垂し

で
が
さ
が
り
、
神
鏡

を
表
す
朱
で
縁
取
っ
た
金
色
の
円
相（
鏡
）

が
掛
け
ら
れ
、
円
相
や
鞍
・
飾
金
具
に
は

裏
箔
（
絹
地
の
裏
側
か
ら
金
箔
を
貼
る
こ

と
）
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
図
は
上
方
に
御み

蓋か
さ

山や
ま

や
春

日
山
の
景
観
を
描
か
な
い
図
様
の「
春
日

鹿
曼
荼
羅
」
で
、江
戸
時
代
前
期（
17
世
紀
）

の
作
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
春
日
社
第
一
殿
か
ら
第
四
殿
と
若
宮

の
祭
神
の
本ほ

ん

地ぢ

仏ぶ
つ（
釈し

ゃ
か迦
・
薬
師
・
地
蔵
・

十
一
面
観
音
・
文も

ん
殊じ

ゅ
）
も
描
か
れ
ず
、代
わ

り
に
下
方
に
春
日
社
二
の
鳥
居
前
に
あ
る

五ご

位い

橋き
ょ
うが

描
か
れ
て
い
ま
す
が
、線
描
も

た
ど
た
ど
し
く
後
世
の
加
筆
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
鹿
の
尻
上
に
置
か
れ
て
い

た
飾
金
具
の
雲う

珠ず

は
、
意
図
的
に
消
さ
れ

た
の
か
、絵
絹
が
よ
れ
て
損
傷
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」
は
、

伊
賀
と
大
和
国
と
の
深
い
関
係

を
示
す
例
と
し
て
、平
成
28
年
３

月
24
日
に
、市
指
定
有
形
文
化
財

（
絵
画
）に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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